
21　平成26年12月１日／広報なめりかわ 平成26年12月１日／広報なめりかわ　20

広告 広告

広

報

文

芸

〈
俳　

句
〉

新
米
や
一
年
分
の
糧
と
な
る　
　

　
　
　
　
　

堀
江　

川
崎
ト
モ
子

名
月
や
母
は
い
ず
こ
の
星
な
ら
む

　
　
　
　

神
明
町　

桐
澤　

明
子

や
や
寒
に
思
は
ず
羽
織
る
雨
の
午

後　
　
　
　

中
町　

平
田
ミ
ド
リ

異
国
よ
り
「
旨
し
」
の
メ
ー
ル
今

年
米　
　

加
島
町　

高
井　

富
子

ね
ん
ね
こ
に
阿あ
う
ん吽
の
眠
り
頬
染
め

て　
　
　
　

曲
渕　

西
村　

久
栄

枯
れ
て
な
ほ
真
直
な
る
木
や
天
を

突
く　
　

四
間
町　

佐
　々

礼
子

ア
ジ
子
釣
り
孫
に
手
解
き
爺
師
範

　
　
　
　
　

菰
原　

碓
井　

公
雄

柿
吊
す
山
家
育
ち
の
女
の
子

　
　
　
　
　

中
野　

湯
沢　

清
風

峡
谷
の
錦
を
織
り
な
す
景
色
か
な

　
　
　

高
塚
曙
町　

中
嶋　

幸
子

幾
星
霜
大
樹
の
も
み
ぢ
峡
に
燃
ゆ

　
　
　

下
小
泉
町　

金
川
智
恵
子

落
ち
残
る
陽
を
一
人
占
め
次
郎
柿

　
　
　
　

泉
ヶ
丘　

升
方　

陽
子

防
風
林
傾
ぐ
越
後
の
御
取
越
し

　
　
　
　

加
島
町　

伊
井　

静
子

ひ
と
り
住
む
自
問
自
答
の
冬
支
度

　
　
　
　

神
明
町　

水
野　

玲
子

発
車
ま
で
払
ひ
終
へ
た
り
草
虱

　
　
　
　
　

北
野　

金
山　

千
鳥

し
な
や
か
に
生
き
て
逝
き
た
し
冬

薔
薇　

高
塚
曙
町　

蜷
川　

栄
子

秋
蝶
に
視
線
う
ろ
う
ろ
下
校
の
子

　
　
　
　
　

安
田　

松
本　

純
子

俳
句
ポ
ス
ト
11
月
の
入
選
句

選
者
　
中
屋
敏
子

新着図書案内
（図書館のホームページに多数の本をご案内し
ています）

◆一般書
□田舎でロックンロール　　　奥田　英朗
□遥かな道　　　　　　　　　津村　節子
□死に支度　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
□冥の水底　　　　　　　　　朱川　湊人
□ルンタ　　　　　　　　　　山下　澄人
□サラバ！（上・下巻）　　　西　加奈子
◆児童書
□捨て犬・未来、命の約束　　今西　乃子
□うなぎ一億年の謎を追う　　塚本　勝巳

＜こども映写会＞　４F
　20日㈯　14:00～
　「うごくえほん　チルビー」ほか
　講師　図書館ボランティア

＜絵本のよみきかせなど＞　２Ｆ
◆おはなしのへや　  6日㈯　11:00～
　　　　　　　　講師　ショコラさん
◆おはなしかい「ミニクリスマス会」
　　　　　　　　  20日㈯　11:00～
　　　　　　　　講師　おはなしママの会
◆おはなしのひろば　27日㈯　15:00～
　　　　　　　　講師　たんぽぽの会

＜読書会＞　３Ｆ
　27日㈯　13:30～
　「夜の蟻」高井 有一　著
　講師　岩崎 信雄さん

＜グループ研修＞
◇「源氏物語」を読む　３Ｆ
　  6日㈯　10:00～
◇古文書を楽しむ会　４Ｆ
　13日㈯　13:30～
◇歌会（短歌勉強会）　３Ｆ
　21日㈰　13:30～

＜４階展示コーナー＞入場無料
「フォトグループ『華』作品展
　～12月テーマ”思い出いろいろ”～」
　期間：12月3日㈬～28日㈰
　紹介：撮りだめした中の思い出の１枚を
　　　　選びました。

12 月の催し

 　☎  475-8001
　FAX 475-9041
 〈開館時間〉9:00～19:00
　※土･日･祝日は18:00まで

＜図書館カレンダー＞　12月
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滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 文化の広場
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　いよいよ12月に入りました。寒くなったので、僕は冬支

度を整えました。押し入れから掛け布団を取り出し、毛糸

の屋内用スリッパも準備しました。また、晩ご飯には熱い

麦茶を飲んでいます。今はもう寒いのが嫌でこの時期には

あまり外出しませんが、子供の頃は冬が一番好きな季節で、

いつも外に遊びに行っていました。

　子供の頃は特に雪の中で遊ぶのが楽しみでした。その頃

住んでいた家には裏庭がありました。隣の家の裏庭も広く、

塀もなかったので、何キロでも雪の中を歩くことができま

した。だから弟といとこと一緒に何時間も散歩しました。

周囲には誰もいなかったし、雪しか見えない別世界が広がっ

ていました。少し怖かった覚えもありますが、一方でワク

ワクしていた記憶もあります。隣の家の裏庭にこっそり入っ

て、宝物を探すふりをしたり、置いてあった車の中に隠れ

たりもしました。

　お父さんと一緒に近くの丘によくそり遊びをしに行きま

した。けれども、丘が小さかったので、たくさん雪が降っ

た後は人でいっぱいでした。丘の一部分は滑ることができ

るのですが、他面は森や電車のレ―ルが近く、危険でした。

それにもかかわらず、自分よりも年上の子供たちはその危

険な面で滑っていました。あの時、少し悪い感じがしてかっ

こいいなと思っていましたが、今はさすがにそれが本当に

ダメだと思っています。

　アメリカのシカゴ市の冬の平均気温は－4℃ぐらいです

が、夜はもっと寒くなるので、外出せずにほとんどの時間

を家で過ごします。お父さんが暖かい季節に暖炉用の薪を

集めておいたので、家族はほとんど毎晩居間で暖炉を囲ん

で過ごすことができました。映画を見たり、話をしたり、

お父さんの手作りポップコーンを食べたりしていました。

　クリスマスが近づくと、僕たちは車に乗って、近くの家

のイルミネーションを見て回りました。アメリカでは、自

分の家の外側を電気で飾り付けるのが人気です。電飾だけ

でなく、風船でできた人形や自動で動くロボットなども庭

に展示します。まるで夢のようで、とても美しかったとい

う覚えがあります。

　皆さんも、特別な冬の思い出がありますか？

ＡＬＴ

子 ど も の 頃 の 記 憶 　 ～ 冬 ～
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パトリック・フィン

▲「北前船図」（神明町 櫟原神社蔵）

▲俳句大会表彰式

▲「源平合戦図」（栗山 八幡社蔵）


